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第 16 回 TwellV 放送番組審議会 議事概要 

 

 

１．開催年月日  2013 年 3月 28 日（木）16：00～18：00 

２．開 催 場 所  ワールド・ハイビジョン・チャンネル株式会社 

プレゼンテーションルーム 

 

３．出席者 

出席委員： （7名中 6名出席） 

委 員 長   石田 寛人（金沢学院大学 名誉学長） 

副委員長   勝島 敏明（公認会計士・税理士） 

委 員   菅谷  実（慶應義塾大学 教授） 

委 員   山下 東子（明海大学 教授） 

委 員   古濱 洋治（元郵政省通信総合研究所 所長） 

委 員   坂田 康太郎（株式会社 CAP 代表取締役社長／音楽プロデューサー） 

 

会社側出席者： 

社長         森内 譲 

編成・営業本部長   小林 慎一郎 

業務・技術本部長   尾上 一也 

事務局        安倍 健一 廣部 将人 

 

４．議題 

【審議事項】 

・番組「極上の京都」について 

 

【報告事項】 

・番組種別分類結果について 

・2013 年 4 月以降の番組編成内容について 

 

５．議事の概要 

審議番組「極上の京都」についての委員からの主な講評 

  ・この番組は、識者を通じて京都を紹介する事で、人生の哲学を考える番組と捉えた。

旅番組と言うよりは、人間の内面を捉えるような番組。内面を伝えるのが先人の識

者、京都に根を張る方々であり、京都を通じて哲学を考える番組だと認識した。 
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・この種の番組は、深すぎたり、マニアックになりがちだが、細かい路地や田んぼを

紹介しながら、超有名処まで幅広く紹介してバランスが取れている。 

  ・地上波の番組とは異なり、BS 局の良さが出ており、ゆっくり見られる番組として素 

晴らしい。 

  ・若い人が紹介する旅番組と違って深い内容だが、識者達から京都に気軽に来て下さ

いというメッセージ性があっても良いのではないかと思う。 

・宗教家の山折哲雄氏の回では、近くに住んでいる所に数々の歴史を感じる魅力的な 

場所があるのは、京都に人を惹きつける理由の一つであるいうのは同感である。 

  ・山折氏の回で、時間の短い番組の割には移り変わりが激しい印象を受け、付いてい

けない感じがした。 

  ・BGM も静かな音楽だけでなくジャズを流したり、全く異なる音楽を使い分けているの 

が面白く、映像の美しさを引き立てている。 

  ・写真家の水野克比古氏の回について、京都で撮った写真の美しさが際立ち、写真を

題材に水野氏の色々なお話が伺えたので、落ち着いて見る事が出来た。 

  ・新しい角度の京都をなるべく発見しようという努力が見られる。ただ、「極上の京都」

というタイトルから、注意しないと一般人から見ると類型的な番組になってしまう

恐れがあるが、そうならないよう全体を上手く纏めている。 

以上 


